
別記様式12号
川棚警察署協議会第４回会議議事概要

日 時 令和４年10月28日(金) 13時30分～15時00分

場 所 川棚警察署４階講堂

１ 協議会
塚田会長 松尾委員 三坂委員 岸川委員 朝長委員

出 席 者 ２ 警察署
山口署長 臼井副署長 大安刑事生活安全課長 松永交通課長

３ 書 記
警務係長

１ 前回会議での協議会の意見に対する推進状況について
署長から、前回協議会における提出意見に対する推進状況につい

て、次のとおり説明があった。
(1) 「子供の安全対策」について
ア 少年補導員と合同による少年非行防止及び犯罪被害防止活動
を実施した。
イ 学校関係者と危険箇所の確認、コンビニエンスストア等のパ
トロールを実施した。

ウ 海水浴場等の警戒活動を実施した。
エ 子供の交通事故防止活動及び防災避難訓練への参加を実施
した。

(2) 「水難事故防止対策」について
ア 水難危険箇所の実態把握を実施した。
イ 水難危険箇所の立ち寄り及びパトロール活動を実施した。
ウ 関係機関との連携による海水浴場等の警戒活動を実施した。

２ 諮問テーマへの協議会の答申に対する推進状況について
会議の状況 署長から、諮問テーマへの協議会の答申に対する推進状況につい

て、次のとおり説明があった。
(1) 「住民との協力による高齢者などの早期避難」について
ア 高齢者施設に対する管理者対策を実施した。
イ 高齢者に対する防災講話を実施した。
(2) 「防災訓練における警察官のオブザーバーとしての参加」につ
いて
こども認定園の防災訓練に警察官が参加をして注意点などを説

明した。
(3) 「災害避難場所における役場など関係機関との連携」について

指定避難所や避難者数の情報を共有し、対策を実施した。

３ 令和４年７月から９月までの業務重点推進結果について
署長から、次のとおり説明があった。

(1) 夏休み期間における少年非行、犯罪被害防止の推進
ア 街頭補導活動の強化による少年非行、犯罪被害防止の推進
イ 広報啓発活動

(2) 各種犯罪検挙活動の推進
(3) 夏期における水難事故防止対策の推進
ア 事故の発生が懸念される場所の実態把握
イ パトロール活動の強化・海水浴場等の警戒活動
ウ その他

東彼地区における無人販売所の警戒を強化
(4) 交通事故防止対策の推進
ア 街頭活動
イ 子供の交通事故防止対策
ウ 高齢者の交通事故防止対策
エ 広報啓発活動

(5) 災害対策の推進
ア 大雨、台風接近等に伴う災害警備の実施



イ 広報啓発活動の推進

４ 業務重点推進計画について
署長から、次のとおり説明があった。

(1) 地域安全運動に伴う犯罪抑止活動の推進
ア 全国地域安全運動の実施
イ 各種広報啓発活動の推進

(2) 金融機関等と連携した各種犯罪抑止活動
ア 川棚地区金融機関防犯協会との連携した活動
イ 年末警戒の実施

(3) 各種犯罪検挙活動の強化
(4) 地域住民の意見、要望等の把握・ 見せる」警察活動の推進「
ア 巡回連絡の推進及び地域住民からの意見、要望等の把握
イ 年末年始におけるパトロール活動の強化

(5) 交通事故防止対策の推進
(6) 国際テロ対策の推進

５ 諮問テーマに対する答申について
署長から、協議会に対して諮問があり、協議会から次のとおり答

申があった。
(1) 諮問テーマ

身近な犯罪の被害を効果的に防止するための方策
(2) 協議会からの答申

塚田会長から協議会に対し、次のとおり署長への答申内容につ
いて確認があり、全会一致で了承された。
ア 店舗周辺のパトロール活動や駐車場の警戒活動の強化
イ 自主防犯の意識付けの広報
ウ 万引き防止や車上ねらい被害防止の情報発信

６ 諮問テーマの設定について
署長から、協議会に対して次のとおり諮問テーマが設定され、次

回協議会において答申されることとなった。
(1) 諮問テーマ

高齢社会を見据え、より効果的な各種事故防止対策を推進する
ための方策について

(2) 設定理由
高齢者が被害者となるニセ電話詐欺被害や交通死亡事故は、後

を絶たない状況にある。
また、独居高齢者がひっそりと亡くなって発見される孤独死も

社会問題となっている。
そこで、
・高齢者の交通事故
・高齢者の犯罪被害（ニセ電話詐欺被害など）
・高齢者が犯罪者となる事件

などについて効果的な各種事故防止対策を推進するため。

１ 年末における交通事故防止の強化について
冬季は日照時間が短く、朝夕の通勤時間帯は薄暗いため、交通事

故の増加が懸念されることから、交通事故防止を推進してもらい
提 出 意 見 たい。

２ 年末における犯罪抑止対策の強化について
これから年末を迎えるに当たり、各種犯罪の増加が懸念されるこ

とから、犯罪抑止対策を推進してもらいたい。


